
CO2 冷媒 ノンフロン冷凍機システム 

■パナソニック株式会社 

・年間搬送圧力を制御し冷媒圧力を低減、機器の小型化を実現 

・独自のコンプレッサー・冷媒回路で高 COP（エネルギー消費効率）を達成 

・R404A 冷凍システムを凌ぐ省エネ性（冷凍 25.4％、冷蔵 16.2％） 

・80 馬力の大型 CO2 ラックシステムも試験稼働中 

○ HFC 冷媒を使用する冷凍機との比較 

HFC 冷媒機器と比較すると、冷媒漏洩時の CO2 排出量（直接影響）が大幅に削減され、地球環境への負荷を 

大幅に減らすことができます。また、フロン排出抑制法による漏洩点検等も不要のため管理が容易です。 

一方で、イニシャルコストが高い、動作圧力が高く既設配管の再利用ができないといった課題もあります。 

  ○ 遠隔監視システムとの連携 

パナソニックの CO2 は汎用通信コントローラに対応。 

運転状況や庫内温度の監視から温度管理帳票の作成まで 

パソコンや携帯端末で管理することができます。 

○ CO2 冷凍機導入に対する支援 

補助金事業 『脱フロン・低炭素社会の早期実現のための 

省エネ型自然冷媒機器導入加速化事業』 

国内外のフロン類の規制動向を受け、自然冷媒への転換を支援（2022 年度まで） 

CO2補助金フロー
4月上旬～5月中旬 応募申請

↓
6月中旬～下旬 交付申請

↓
7月上旬 公募決定

↓
2月末 工事完了

↓
3月末 補助金支払


